
１．はじめに

阪神電気鉄道株式会社（以下阪神電気鉄道と

表記する）が明治32年に設立され、明治38年

４月大阪出入橋－神戸三宮の都市間を結ぶ鉄道

の開業後、阪神間とりわけ大阪－神戸間の住宅

地の人口が飛躍的に増大、大正期以降の阪神地

域の郊外生活の形成に多大な影響を与えた。阪

神電気鉄道沿線に新たに移住してきた住民の多

くは、大阪や神戸に勤務するいわゆる新中間層

や富裕層であった。阪神電気鉄道が沿線への移

住促進のために発行した雑誌『郊外生活』には

郊外に移住してきた住民の紳士録が掲載されて

いる。ここには、関西の経済界を代表する事業

家や医師、教授･教員、銀行員ら1,000人を超え

る住民の名が記録されている。筆者らは、阪神

地域に移住してきた住民が、大正期以降、阪神

電気鉄道沿線に新たな生活文化を形成する下地

がここに誕生したことを報告した（永藤、

2008）。

本報告では、『郊外生活』に掲載された紳士

録、および明治大正期に発行された人名録をも

とに、筆者らが郊外生活文化の研究対象として

いる兵庫県武庫郡鳴尾村を含む阪神地域におけ

る新たな住民についての分析を試みた。

２．研究方法

阪神電気鉄道発行の『郊外生活』に掲載され
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た「沿線紳士録」（阪神電車沿道に来往した主な

住民の芳名調査、警察・村役場、大正２年末現

在）、石川彦三郎代表者兼編纂者による「第15

版日本紳士録」（明治43年、交詢社）および村

上雄次郎著作兼発行者による「第29版日本紳士

録」（大正14年、交詢社）を底本とする『明治

大正昭和神戸人名録』を用いて、兵庫県武庫郡

に居住する住民のデータを整理し分析した。ま

た、大正10年武庫郡教育会が発行した『鳴尾村

誌』を参考として取り上げた。

３．雑誌『郊外生活』にみる阪神電気鉄道沿線

の新住民

沿線紳士録は、『郊外生活』大正３年第１巻

第３号から大正３年第１巻第７号まで５回掲載

された。当初は、「阪神電車沿道に来往せられ

たる主なる方々の芳名を調査して、御影町を筆

頭に、上記町村の順序に本号以下毎号掲載する

ことに致しました。この調査は警察署と町村役

場とに就いて、成るべく正確を期したれど、多

数のうち、或は遺漏、誤謬等もあるべく、これ

は追追訂正いたす筈であります。この調査が読

者諸君のご便宜となれば甚だ幸であります。猶、

上記の町村へ新たに御移住相成るか、又は既に

御移住の方にて向後御住所変更の際には御勝手

ながら、その都度下名へ御通知を願い度く、御

差支えなくば「郊外生活」誌上にて御披露致し

度く存じます。阪神電車「郊外生活」係。」（旧

漢字および旧かなづかいは現代づかいに改め

た。以下同様。）とあり、毎号新住民名を掲載

する予定であったことがわかる。しかし、‘上

記町村’と記された御影町、住吉村、魚崎村、

本山村、精道村、六甲村、西宮町、本庄村、都

賀浜村、西灘村，今津村、鳴尾村（当時すべて

兵庫県武庫郡）のうち、掲載されたのは、御影

町、住吉村、魚崎村、本山村、精道村、西宮町、

本庄村の７町村だけであり、他の５村は掲載さ

れないまま終わっている。

沿線紳士録には、対象とされる各町村の大正

２年末現在の戸数、人口、氏名、職業又は会社

名が記され、合計1,184人の住民が紹介されて

いる。職業欄への記載は、会社名であったり、

職業であったりして一定でないため、職業欄の

内容から筆者らがジャンルわけを行い整理した

ものが、表１である。

最も掲載人数が多いのは御影町265人（掲載

人数全体の 2 2 . 4 %）であり、西宮町 2 4 0人

（20.3%）、精道村229人（19.3%）、住吉村209人

（17.7%）が続いている。職業別に見ると、最も

多いのが銀行・保険関係の職業に就いている人

で11.6%、次いで商館・商社5.7%。医師5.2%で

ある。当時の大阪は、人口の集中による都市環

境とくに衛生状態の悪化が社会問題化してお

り、大阪に住居を持たなくても仕事に不都合が

無い役人や銀行員、裕福な商人や資産家等に対

して、30分程度で大阪まで出勤可能な郊外への

移住推奨と郊外生活のすばらしさが盛んに喧伝

されていた。沿線紳士録では、実際に銀行員や

保険会社社員、商館員・商社員、貿易従事者や

公務員といった人々が郊外に移住してきている

様子が確認できる。

つぎに町村別に職業をみると、御影町には紳

士録に記載された人のうち実に20.8%もが、住

友銀行、三十四銀行、日本銀行、三井銀行、三

菱銀行、山口銀行、浪速銀行、北浜銀行、灘商

業銀行といった銀行・保険会社社員であった。

住吉村では11.5%、西宮町では10.4%が銀行・保

険会社員で御影町と同様の会社に所属している

ことも確認できた。また、御影町と住吉村の２

村に公務員・首長の50%が、御影町には、師範

学校や女学校、大学教授等といった学校・教員

の、実に55.６%が居住している。これらのこ
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とから‘大阪に住居を持たなくても仕事に不都

合が無い役人や銀行員’の多くが‘阪神電車沿

道に来往’していることがわかる。また、魚崎

村では呉服商、洋反物業、洋服・ネル商といっ

た洋服・呉服関係の職業の住民が10.4%、本山

村ではシーメンス社、三井物産といった商館・

商社員が10.6%と高い割合になっている。阪神

電気鉄道関係者も沿線紳士録に７名掲載されて

おり、専務取締役の今西林三郎は西宮町に、雑

誌『郊外生活』編集者で運輸課長の太宰政夫は

御影町に居住している。

この地域に居住した事業家・資産家には、岩

井商店（後の日商岩井）を設立した岩井勝次郎

（御影町、明治38年土地取得）、朝日新聞の創

業者村山龍平（御影町、明治 33年土地取得）

住友家総理事の鈴木馬左也（御影町、明治 38

年土地取得）、住友銀行初代支配人田辺貞吉

（住吉村、明治38年土地取得）、当時の久原財

閥総帥で現日立グループ創設者久原房之助（本

山村、明治37年邸宅建築）などがあり、これ

らの富裕層による郊外住宅地形成に関する先行

研究は多い。

４．『明治大正昭和神戸人名録』にみる郊外生

活者　

『明治大正昭和神戸人名録』の底本となって

いる「第15版日本紳士録」（明治43年、交詢社）

および村上雄次郎著作兼発行者による「第29版

日本紳士録」（大正14年、交詢社）には掲載基

準が設けられている。「第15版日本紳士録」で

は、東京、横浜、名古屋、京都、大阪、神戸と

その付近に居住して、所得税21円（非常特別税

含む）以上納入者、営業税のみ61円以上納入者、

所得税21円以上と営業税51円以上納入者であ

る。また、「第 29版日本紳士録」では、東京

（東京市、荏原・豊多摩・北豊島・南足立・南

葛飾郡）、横浜（横浜市、久良岐郡）、名古屋

（名古屋市、愛知・西春日井郡）、京都（京都市、
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『郊外生活』「沿線紳士録」より報告者作成

表１　沿線紳士録にみる新住民の町村別職業別分類



愛宕・葛野郡）、大阪（大阪市、三島・豊能郡）、

神戸（神戸市、西ノ宮市、武庫郡）に居住して、

所得税41円以上、または営業税61円以上納入

者が基準である。明治43年および大正12年頃

の所得税額からみて、どの程度の生活水準かに

ついて明らかにする必要があるが参考となる資

料が少ない。入手できた『農家経済調査』（農

商務省農政局、大正13年）、『労働者の家計調査』

（大阪市社会部労働課、昭和８年）『給料生活者

の家計調査』（大阪市社会部労働課、昭和９年）

を参考にして若干の検討を行う。

大正13年の『農家経済調査』は、農商務省

農政局が全国21府県農会に委嘱して、大正10

年３月１日より大正11年２月末日までの１年

間、自作32戸・自作兼小作33戸・小作35戸の

計100戸の農家に経済状態を記帳させ集計した

ものである。これによれば、農業及び農業以外

の所得をあわせた合計農家所得（農家総収益よ

り農家経費を控除して算出したもの）は、平均

1067.631円である。ちなみに自作農家のそれは

1381.040円、小作農家は765.771円であり、自

作農家と小作農家とでは615.269円の差があり、

所得に大きな格差がある。当時は多くの農家が

小作であった状況を考えると、農家経済生活の

実態は平均値よりも低いといえよう。また、農

家所得から家計費を引いた差引過不足について

も報告されている。これによれば自作124.541

円、小作35.093円、平均86.069円の残高である。

しかし一方で、家計費不足戸数が自作農家で32

戸中11戸、小作農家で35戸中14戸、合計でも

100戸中37戸あり、約４割に近い農家が家計費

を充足しない所得状況であることがわかる。

大正13年『農家経済調査』の中で、大正２

年３月から大正３年２月の１年間160戸の農家

を対象にした帝国農会調査結果が紹介されてい

るが、これによれば、農家所得平均851.569円

である。昭和９年度の『農家経済調査』では、

農家所得平均は732.28円で、大正２年の調査結

果よりも所得が減少していることを考えると、

農家経済の逼迫状況を覗いしることが出来る。

つぎに、１ヵ月家族一人平均家計費について

みると、帝国農会の大正２－３年調査結果では

7.687円、大正10年の農商務省工務局調査の職

工其他賃金生活者の生計費に関する調査結果で

は、大阪の職工の同平均家計費は16.510円、大

正13年農家経済調査結果では11.708円となっ

ており、農家経済が職工の家庭よりも厳しいこ

とが覗える。

『給料生活者の家計調査』は、昭和７年９月

１日から１年間、公職員中官公吏16世帯、教

職員８世帯、巡査消防手５世帯、銀行会社員64

世帯の計93世帯の家計収支を明らかにしたも

のである。大正14年の日本紳士録の時期より

遅く、社会経済情勢の変化が大きい時期ではあ

るが、公務員・教員・銀行会社員等、対象とな

る階層が近いと思われるため、参考としてあげ

たい。それによれば、給料生活者の１ヵ月の実

収入平均は98.32円、一人当たり実収入は26.22

円である。ちなみに、労働者は１ヵ月の実収入

平均は91.04円であり、給料生活者の収入の方

が多いという結果が見られた。集計表より１ヵ

月家族一人平均家計費を算出すると、給料生活

者は、１世帯平均実人員 3.80人で家計費総額

87.18円、一人平均 22.9円であり、労働者は、

１世帯平均実人員 3.97人家計費総額 81.20円、

一人平均20.5円となっている。

昭和９年度の『農家統計調査』でみた農家所

得平均を１ヵ月に換算すると61円となり、給

料生活者との収入格差が１ヵ月40円近くにも

なることがわかった。

以上みてきたようにいくつかの農家や給料生

活者の経済調査結果から考えると、人名録掲載
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の基準である所得税額は、農家あるいは給料生

活者の所得や収入に対してかなりの比率を占め

ることになる。そのことから紳士録に記載され

た人々は、農家は言うまでもなく職工・労働者、

給料生活者の平均的家庭よりもはるかに高い所

得水準にある階層であることが推測される。こ

のことについては、今後より多くの資料に当っ

て明らかにしていきたい。

「第15版日本紳士録」および「第29版日本

紳士録」から、前述の沿線紳士録に沿って武庫

郡に居住している住民について整理したものが

表２である。

本表では、大正14年４月１日に西宮町が西宮

市に市制施行になったことの理由により、西宮

町をのぞいた。しかし、阪神地域の郊外生活文

化を考察するに当っては、西宮町は重要な位置

を占めるため、別途詳細な検討を行ないたい。

また、郊外生活の沿線紳士録には掲載されてい

なかったが、筆者らが研究対象地域としている

兵庫県武庫郡鳴尾村を加えて作成した。

明治43年の「第15版日本紳士録」では、武庫

郡に居住し、掲載されている住民は５町村の８

人に過ぎなかったが、大正14年の「第29版日本

紳士録」では、2,918人と急増している。なかで

も、『郊外生活』沿線紳士録に取り上げられてい

た魚崎村、住吉村、精道村、本庄村、御影町、

本山村で武庫郡の掲載人数の66.1%を占めてお

り、いかにこれらの地域に住民の移住が多かっ

たがわかる。「第29版日本紳士録」には鳴尾村

の住民が83人掲載されている。前述の沿線紳士

録と同様に職業別に整理し表３に示した。

武庫郡の他の町村と同様、銀行・保険（７人）、

公務員・首長（８人）といった職業の人が他の

職業より多いが、農業が７人、地主が２人掲載

されている。阪神電気鉄道の発展にともなう鳴

尾村の郊外宅地開発の影響かと思われるが、今

後、武庫郡の他の町村の整理・分析を行なうな

かで明らかにしていきたい。

参考として、大正10年に武庫郡教育会発行の

『武庫郡誌』から、明治37年から大正８年にい

たる15年間の武庫郡および武庫郡鳴尾村の職業

別戸数の推移を作成し表４、表５に示した。

武庫郡全体で見ると、明治37年には農作業

に従事していた人が全体の約半数を占めていた

が、５年後の明治42年には約３割強、15年後

の大正８年には約２割に減少している。増減率

でみると、農作業に従事する人は全体的には減

少であるが、内訳をみると自作農が減少、小作

農が若干増加していることがわかる。新しい職

業として増加がみられるのは、工業、商業、交

通業、日雇及労働者、雑業、家事使用人、公務

及自由業であり、先にみてきた郊外住宅地への

移住者として推奨された人々が含まれていると

推察される。

つぎに鳴尾村の職業別戸数についてみると、

農作業は全体的にはやや増加しているが、これ
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魚　崎　村
住　吉　村
精　道　村
本　庄　村
御　影　町
本　山　村
鳴　尾　村

1

3

0

0

0

1

1

149

471

572

106

553

76

83

5.1 

16.1

19.6 

3.6 

19.0 

2.6 

2.8 

他の町村
（含む西宮町）

1 908 31.1

8 2,918 100.0

明治43年
（人） 大正14年（人　％）

『明治大正昭和人名録』より報告者作成

表2 人名録掲載の阪神電車沿線の武庫郡住民

『明治大正昭和人名録』より報告者作成

表3 紳士録にみる鳴尾村住民の職業別分類

医師
銀行・保険
公務員・首長
学校・教員

2

7

8

2

3

3

1

1

1

2

7

2

建築
酒造
商船・船舶
新聞

鉄工・鉱業
電気・鉄道
農業
地主

（人）
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農作業
自作
兼作
小作

園芸業
養蚕業
茶業
林業及狩猟業
飼業
漁業及採藻業
工業
商業

物品販売
その他

交通業
日雇及労働者
雑業
家事使用人
公務及自由業
無職・職業不詳
総計

6,711

513

1,480

4,178

1,499

637

14,918

6,180

1,551

1,581

3,048

49

1

4

8

29

465

2,379

4,519

3,753

766

177

1,676

387

222

1,323

876

18,195

6,149

1,432

1,514

3,203

86

2

8

12

42

493

3,311

6,652

5,404

1,248

293

2,495

414

137

2,247

1,544

23,884

5,614

1,081

1,255

3,278

298

4,337

5,902

4,262

1,640

567

5,439

2,236

483

2,128

1,643

28,647

90.8 

69.7 

79.4 

107.5 

64.1 

182.3 

130.6 

113.6 

214.1 

320.3 

324.5 

577.8 

217.6 

160.8 

187.6 

157.4

明治37年 明治42年 大正３年 大正８年 大正８年の増減率
（明治42年＝100）

表4 武庫郡職業別戸数の推移
（戸）

農作業
自作
兼作
小作

園芸業
養蚕業
茶業
林業及狩猟業
飼業
漁業及採藻業
工業
商業

物品販売
その他

交通業
日雇及労働者
雑業
家事使用人
公務及自由業
無職・職業不詳
総計

482

56

40

118

25

12

732

368

63

99

206

1

75

62

164

153

11

5

93

18

13

21

7

827

365

63

96

206

1

97

131

223

198

25

5

132

41

17

31

16

1,060

406

29

86

291

71

278

173

158

15

31

190

205

5

64

20

1,442

110.3 

46.0 

86.9 

141.3 

94.7 

448.4 

105.5 

103.3 

136.4 

620.0 

204.3 

1138.9 

38.5 

304.8 

285.7 

174.4 

明治37年 明治42年 大正３年 大正８年 大正８年の増減率
（明治42年＝100）

表４、５は『武庫郡誌』（大正10年武庫郡教育会）より報告者作成

表5 鳴尾村職業別戸数の推移
（戸）
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は小作農家の増加によるところが大きい。なか

でも工業、交通業、公務及自由業といった職業

に従事する人の増加が大きく、鳴尾村は、この

時期都会からの移住者の増加とそれに伴う住民

の職業構成が著しく変貌したといえよう。

『武庫郡誌』には、郊外移住者の様子や衣食

住の変化について次のように書かれている。「本

郡（報告者注：武庫郡）海浜部一帯の地方は、

風向の美に富み、名所旧跡亦すくなかざれば、

古より天下の雅人俗客皆この地に憧憬せしが、

（中略）明治38年阪神電気鉄道の開通するあり

て、交通の利便又疇昔の比ならざるに至りしか

ば、阪神人士を初め（原文のまま）、幾多の紳士

神商先を争いて邸宅別墅を営み、都会の俗塵を

避けて郊外の清爽なる生活を営む者、年を追い

て増加するに至り」と阪神電気鉄道の開通によ

って都会から人口が流入している様子が記述さ

れている。また、衣食住については「（鳴尾村は）

維新前までは一二上流者を除きては、絹布類を

纏うものなかりき。今も小松・小曾根の如き純

農村部落にはこの美風存せるを見れど、一般に

奢侈に傾きつつあり。阪神競馬倶楽部の競技場

設置せられたるより、他府県人の出入多く、又

都会より郊外生活のため来る者愈々多く、是等

の人々との接触は、風俗に悪影響を及ぼしたる

こと少なからず。元来本村は、（中略）家屋の構

造低く、通風・採光に欠くるところ多かりしが、

移住者は通風・採光共によき家屋を好むが故に、

建築様式漸く変化し、旧来の低き家屋の外、通

風採光良好にして、衛生的家屋を見るに至れり。

衣食の方面も、その影響を受け、奢侈に傾けり。

元来食物につきては、近村に比し頗る贅沢なり

き。」と、鳴尾村に移住してくる人々からの影響

が大きく、家屋の建築様式が衛生的になってき

たり、衣食も奢侈になって生活の変化が大きい

ことが書かれている。

５．おわりに

雑誌『郊外生活』の沿線紳士録や『明治大正

昭和神戸人名録』所収の日本紳士録には、明治

末期から昭和初期にかけて阪神電気鉄道沿線や

他の阪神地域に移住してきたと思われる住民が

多数掲載されている。これらの人々が阪神地域

に新たに形成した生活文化は何かを探るなか

で、鳴尾村が大きな役割を担っていたのではな

いかと考え、文献調査や聞き取りを行ない、阪

神地域の発展の基盤となった阪神電気鉄道の発

展と役割と影響、および苺栽培を中心とした地

域農業の歴史と変化を報告した。

本報告では、明治大正昭和人名録からの分析

を試みたが十分に行なうことが出来なかった。

今後は、武庫郡を中心とする阪神地域および鳴

尾村について、地域を形成する住民の生活の視

点から文献を整理していきたい。鳴尾村の生活

文化に関する先行研究は全く無いといって過言

ではない。鳴尾村の新たな生活文化の内容と形

成過程を明らかにするためには、古くからその

地域に住んでいた人々の生活実態を明らかにす

ること、移住してきた人々の生活様式を知るこ

と、そして双方の生活様式や価値観の融和がど

のように行われてきたかを検討する必要があ

る。今後さらに人名録を整理・分析し、鳴尾村

を中心とした阪神地域の郊外生活文化形成を探

っていきたい。
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